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最終頁に続く

(57)【要約】　      （修正有）
【課題】異なる篩分けのニーズに対する適応性を向上す 
る、コンクリート用機械製砂篩分け装置を提供する。
【解決手段】コンクリート用機械製砂篩分け装置は、箱 
体３を備え、前記箱体の内部には篩分け機構と駆動機構 
を備え、前記篩分け機構はサポート板１を含み、前記サ 
ポート板の上部を貫通して第１篩分け溝と第２篩分け溝 
が設けられる。前記サポート板の前側に第１シュートと 
第２シュートが設けられ、前記第１シュートは第１篩分 
け溝と接続され、前記第２シュートは第２篩分け溝と接 
続される。前記第１シュート内に第１篩板を備え、前記 
第２シュート内に第２篩板を備える。前記第１篩板の篩 
孔が第２篩板の篩孔より小さく、移動ブロックがラッチ 
とジャッキを駆動し分離した後、第１ハンドルを引くと 
第１篩板と第２篩板を取り外すことができる。
【選択図】図１

評価書の請求　未請求　請求項の数　6　　ＯＬ　（全9頁）
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 箱 体 ３ を 備 え る コ ン ク リ ー ト 用 機 械 製 砂 篩 分 け 装 置 で あ っ て 、 箱 体 ３ の 内 部 に 篩 分 け 機  
構 と 駆 動 機 構 を 備 え 、
前 記 篩 分 け 機 構 は 、 サ ポ ー ト 板 １ を 含 み 、 前 記 サ ポ ー ト 板 の 上 部 を 貫 通 す る 第 １ 篩 分 け 溝  
と 第 ２ 篩 分 け 溝 が 設 け ら れ 、 前 記 サ ポ ー ト 板 の 前 側 に 第 １ シ ュ ー ト と 第 ２ シ ュ ー ト が 設 け  
ら れ 、 前 記 第 １ シ ュ ー ト は 第 １ 篩 分 け 溝 と 接 続 さ れ 、 前 記 第 ２ シ ュ ー ト は 第 ２ 篩 分 け 溝 と  
接 続 さ れ 、 前 記 第 １ シ ュ ー ト 内 に 第 １ 篩 板 １ １ が 設 置 さ れ 、 前 記 第 ２ シ ュ ー ト 内 に 第 ２ 篩  
板 １ ２ が 設 置 さ れ 、 前 記 第 １ 篩 板 １ １ の 篩 孔 が 第 ２ 篩 板 １ ２ の 篩 孔 よ り 小 さ く 、 第 １ シ ュ  
ー ト 及 び 第 ２ シ ュ ー ト の 内 側 壁 の 左 右 両 側 に ジ ャ ッ キ が 設 け ら れ 、 第 １ 篩 板 １ １ と 第 二 篩  
板 １ ２ の 前 側 に は 均 等 に ２ 組 の 第 １ 取 付 溝 が 設 け ら れ 、 第 一 篩 板 １ １ と 第 二 篩 板 １ ２ の 左  
右 両 側 に 第 ２ 取 付 溝 が 設 け ら れ 、 第 １ 取 付 溝 と 第 ２ 取 付 溝 は 接 続 さ れ 、 第 １ 取 付 溝 に は 第  
１ バ ネ １ ５ が 固 定 さ れ て 、 第 １ バ ネ １ ５ の 外 側 壁 に 移 動 ブ ロ ッ ク １ ３ が 設 置 さ れ 、 移 動 ブ  
ロ ッ ク １ ３ の 外 側 壁 に は ラ ッ チ １ ４ が 固 定 さ れ 、 ラ ッ チ １ ４ は 第 ２ 取 付 溝 に 設 け ら れ 、 ラ  
ッ チ １ ４ は ジ ャ ッ キ に 対 応 し 、 移 動 ブ ロ ッ ク １ ３ は 第 １ 取 付 溝 に 設 け ら れ 、 前 記 第 １ 篩 板  
１ １ と 前 記 第 ２ 篩 板 １ ２ の 前 側 に 第 １ ハ ン ド ル １ ６ を 設 け ら れ 、 前 記 駆 動 機 構 は サ ポ ー ト  
板 １ の 下 部 に 位 置 し 、 サ ポ ー ト 板 １ と 配 合 す る 、 コ ン ク リ ー ト 用 機 械 製 砂 篩 分 け 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 駆 動 機 構 は モ ー タ ー ２ を 備 え 、 前 記 モ ー タ ー ２ の 出 力 端 前 側 に 回 転 軸 ２ １ が 設 置 さ  
れ 、 前 記 回 転 軸 ２ １ の 外 側 壁 に ２ 組 の カ ム ２ ２ を 均 等 に 設 置 さ れ 、 回 転 軸 ２ １ の 外 側 壁 に  
サ ポ ー ト ス リ ー ブ ２ ３ を 設 置 さ れ る こ と 、
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の コ ン ク リ ー ト 用 機 械 製 砂 篩 分 け 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 箱 体 ３ の 底 部 に 第 １ 排 出 ホ ッ パ ー ３ １ と 第 ２ 排 出 ホ ッ パ ー ３ ２ と 接 続 さ れ 、 前 記 第 １ 排  
出 ホ ッ パ ー ３ １ は 第 １ 篩 板 １ １ に 対 応 し 、 前 記 第 ２ 排 出 ホ ッ パ ー ３ ２ は 第 ２ 篩 板 １ ２ に 対  
応 し 、 箱 体 ３ の 上 部 は 投 入 ホ ッ パ ー ３ ３ と 接 続 さ れ 、 投 入 ホ ッ パ ー ３ ３ は 第 １ 篩 板 １ １ と  
対 応 す る こ と 、
を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の コ ン ク リ ー ト 用 機 械 製 砂 篩 分 け 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 モ ー タ ー ２ と サ ポ ー ト ス リ ー ブ ２ ３ を 箱 体 ３ の 内 部 の 底 部 に 設 置 さ れ 、 前 記 サ ポ ー  
ト 板 １ を 箱 体 ３ の 内 部 に 設 置 さ れ 、 前 記 箱 体 ３ の 前 側 に 逃 げ 溝 が 設 け ら れ 、 前 記 第 １ 篩 板  
１ １ と 第 ２ 篩 板 １ ２ は 逃 げ 溝 に 対 応 す る こ と 、
を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の コ ン ク リ ー ト 用 機 械 製 砂 篩 分 け 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 箱 体 ３ の 内 部 の 底 に サ ポ ー ト 柱 ４ が 均 等 に 設 置 さ れ 、 前 記 サ ポ ー ト 柱 ４ の 上 部 に 第  
１ ガ イ ド 溝 が 設 け ら れ 、 前 記 第 １ ガ イ ド 溝 内 に は 第 ２ バ ネ ４ １ が 設 置 さ れ 、 第 ２ バ ネ ４ １  
の 上 部 に は ス ラ イ ド 柱 ４ ２ が 設 け ら れ 、 前 記 サ ポ ー ト 板 １ が ス ラ イ ド 柱 ４ ２ の 上 部 に 設 置  
さ れ る こ と 、
を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の コ ン ク リ ー ト 用 機 械 製 砂 篩 分 け 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 箱 体 ３ の 後 ろ 側 に 排 塵 パ イ プ ５ が 接 続 さ れ 、 前 記 排 塵 パ イ プ ５ の 上 部 に 第 ２ ガ イ ド  
溝 を 設 け ら れ 、 前 記 第 ２ ガ イ ド 溝 内 に サ ポ ー ト フ レ ー ム ５ １ が 設 置 さ れ 、 前 記 サ ポ ー ト フ  
レ ー ム ５ １ の 内 側 壁 に フ ィ ル タ ー ス ク リ ー ン ５ ２ が 設 置 さ れ 、 前 記 サ ポ ー ト フ レ ー ム ５ １  
の 上 部 に 第 ２ ハ ン ド ル ５ ３ が 設 置 さ れ 、 前 記 排 塵 パ イ プ ５ の 内 部 に は 排 気 フ ァ ン ５ ４ が 設  
置 さ れ 、 前 記 フ ィ ル タ ー ス ク リ ー ン ５ ２ は 排 気 フ ァ ン ５ ４ の 前 側 に 配 置 さ れ る こ と 、
を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の コ ン ク リ ー ト 用 機 械 製 砂 篩 分 け 装 置 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 実 用 新 案 は 、 機 械 製 砂 篩 分 け の 技 術 分 野 に 関 し て 、 具 体 的 に は 、 コ ン ク リ ー ト 用 機 械  
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製 砂 篩 分 け 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 社 会 の 急 速 な 発 展 に 伴 い 、 コ ン ク リ ー ト の 需 要 が ま す ま す 増 大 し て お り 、 コ ン ク リ ー ト  
の 主 原 料 で あ る 砂 や 砂 利 の 使 用 量 も 増 加 し て い る 。 現 在 、 建 設 現 場 で 一 般 的 に 使 用 さ れ る  
砂 や 砂 利 は 天 然 の 砂 や 砂 利 で あ る が 、 天 然 砂 や 砂 利 は 再 生 不 可 能 な 資 源 で あ り 、 建 設 需 要  
の 増 加 に 伴 い 、 天 然 の 砂 や 砂 利 資 源 の 供 給 は 逼 迫 し 、 過 剰 な 採 掘 は 生 態 環 境 に も 深 刻 な ダ  
メ ー ジ を 与 え る 。 機 械 製 砂 の 出 現 は 、 骨 材 と し て 天 然 砂 の 代 わ り に 機 械 的 な 破 砕 と 篩 分 け  
に よ っ て 作 ら れ た 岩 石 、 鉱 山 の 尾 鉱 、 ま た は 産 業 廃 棄 物 粒 子 を 使 用 す る こ と で 、 天 然 砂 の  
供 給 不 足 の 問 題 を 解 決 で き る だ け で な く 、 固 形 廃 棄 物 資 源 の 利 用 を 改 善 し 、 明 ら か な 環 境  
保 護 、 資 源 節 約 、 包 括 的 な 社 会 的 、 経 済 的 利 益 を も た ら す た め 、 広 く 使 用 さ れ て い る 。
【 考 案 の 概 要 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 既 存 の 製 砂 機 が 原 材 料 に 対 し て 製 砂 作 業 を 行 う 前 に 、 原 料 は 直 接 製 品 砂 と し て 使 用 で き  
る 砂 と 砂 利 を 含 む の で 、 篩 に か け ず に 直 接 製 砂 機 に 投 入 す る と 、 こ れ ら の 製 品 砂 に 対 し て  
二 次 製 砂 に な り 、 そ の 結 果 、 機 械 製 砂 中 の 石 粉 含 有 量 が 高 く な り 、 そ の 後 の 砂 洗 浄 機 の 砂  
洗 浄 作 業 に 支 障 を き た し 、 製 砂 機 の エ ネ ル ギ ー 損 失 を 増 加 さ せ 、 製 砂 機 の 製 砂 効 率 を 低 下  
さ せ る 。 市 販 さ れ て い る 一 般 的 な 機 械 製 砂 篩 分 け 機 の 篩 板 は 、 ボ ル ト で 本 体 に 固 定 さ れ て  
い る も の が 多 く 、 異 な る 篩 分 け ニ ー ズ に 応 じ て 迅 速 に 交 換 す る こ と が で き ず 、 使 い 勝 手 が  
悪 い 。 上 記 の 状 況 に 鑑 み 、 既 存 の コ ン ク リ ー ト 用 機 械 製 砂 篩 分 け 装 置 を ベ ー ス に 技 術 革 新  
を 行 う 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
実 用 新 案 の 内 容
　 本 実 用 新 案 の 目 的 は 、 上 記 の 背 景 技 術 に お い て 提 起 さ れ た 問 題 を 解 決 す る た め に 、 コ ン  
ク リ ー ト 用 機 械 製 砂 篩 分 け 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 実 用 新 案 は 以 下 の 技 術 的 解 決 策 を 提 供 す る 。 本 実 用 新  
案 の コ ン ク リ ー ト 用 機 械 製 砂 篩 分 け 装 置 は 、 箱 体 を 備 え 、 前 記 箱 体 の 内 部 に は 篩 分 け 機 構  
と 駆 動 機 構 が 設 置 さ れ て い る 。 前 記 篩 分 け 機 構 は サ ポ ー ト 板 を 備 え 、 前 記 サ ポ ー ト 板 の 上  
部 を 貫 通 す る 第 １ 篩 分 け 溝 と 第 ２ 篩 分 け 溝 が 設 け ら れ る 。 前 記 サ ポ ー ト 板 の 前 側 に 第 １ シ  
ュ ー ト と 第 ２ シ ュ ー ト が 設 け ら れ 、 前 記 第 １ シ ュ ー ト は 第 １ 篩 分 け 溝 と 接 続 さ れ 、 前 記 第  
２ シ ュ ー ト は 第 ２ 篩 分 け 溝 と 接 続 さ れ る 。 前 記 第 １ シ ュ ー ト 内 に 第 １ 篩 板 を 備 え 、 前 記 第  
２ シ ュ ー ト 内 に 第 ２ 篩 板 を 備 え る 。 前 記 第 １ 篩 板 の 篩 孔 が 第 ２ 篩 板 の 篩 孔 よ り 小 さ く 、 前  
記 第 １ シ ュ ー ト と 第 ２ シ ュ ー ト の 内 側 壁 左 右 両 側 に ジ ャ ッ キ が 設 け ら れ て い る 。 前 記 第 １  
篩 板 と 第 ２ 篩 板 の 前 側 に 均 等 に そ れ ぞ れ ２ 組 の 第 １ 取 付 溝 が 設 け ら れ 、 前 記 第 １ 篩 板 と 第  
２ 篩 板 の 左 右 両 側 に 均 等 に 第 ２ 取 付 溝 が 設 け ら れ 、 前 記 第 １ 取 付 溝 と 第 ２ 取 付 溝 と 接 続 し  
て い る 。 前 記 第 １ 取 付 溝 に 第 １ バ ネ が 設 け ら れ 、 前 記 第 １ バ ネ の 外 側 壁 に 移 動 ブ ロ ッ ク が  
設 け ら れ 、 前 記 移 動 ブ ロ ッ ク の 外 側 壁 に ラ ッ チ が 設 け ら れ 、 前 記 ラ ッ チ は 第 ２ 取 付 溝 に 設  
け ら れ 、 前 記 ラ ッ チ が ジ ャ ッ キ に 対 応 す る 。 前 記 移 動 ブ ロ ッ ク は 第 １ 取 付 溝 に 設 置 し 、 前  
記 第 １ 篩 板 と 第 ２ 篩 板 の 前 側 に 第 １ ハ ン ド ル を 設 置 さ れ 、 前 記 駆 動 機 構 が サ ポ ー ト 板 の 下  
部 に 位 置 し 、 前 記 サ ポ ー ト 板 と 配 合 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 駆 動 機 構 は モ ー タ ー を 備 え 、 前 記 モ ー タ ー の 出 力 端 の 前 面 側 に 回 転 軸  
が 設 け ら れ 、 前 記 回 転 軸 の 外 周 側 壁 に 均 等 に ２ 組 の カ ム が 設 け ら れ 、 前 記 回 転 軸 の 外 周 側  
壁 に サ ポ ー ト ス リ ー ブ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 箱 体 の 底 部 に 第 １ 排 出 ホ ッ パ ー と 第 ２ 排 出 ホ ッ パ ー が 接 続 さ れ 、 前 記  
第 １ 排 出 ホ ッ パ ー は 第 １ 篩 板 に 対 応 し 、 前 記 第 ２ 排 出 ホ ッ パ ー は 第 ２ 篩 板 に 対 応 し 、 前 記  



10

20

30

40

50

JP 3248646 U 2024.9.27(4)

箱 体 の 上 部 に 投 入 ホ ッ パ ー が 接 続 さ れ 、 前 記 投 入 ホ ッ パ ー は 第 １ 篩 板 に 対 応 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 モ ー タ ー と 前 記 サ ポ ー ト ス リ ー ブ は 共 に 前 記 箱 体 の 内 部 の 底 部 に 設 置  
さ れ 、 前 記 サ ポ ー ト 板 は 前 記 箱 体 の 内 部 に 設 置 さ れ 、 前 記 箱 体 の 前 面 に は 逃 げ 溝 が 設 け ら  
れ 、 前 記 第 １ 篩 板 と 前 記 第 ２ 篩 板 は 前 記 逃 げ 溝 に 対 応 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 箱 体 の 内 部 の 底 部 に は サ ポ ー ト 柱 が 均 等 に 設 け ら れ 、 前 記 サ ポ ー ト 柱  
の 上 部 に は 第 １ ガ イ ド 溝 が 設 け ら れ 、 前 記 第 １ ガ イ ド 溝 内 に は 第 ２ バ ネ が 設 け ら れ 、 前 記  
第 ２ バ ネ の 上 部 に は ス ラ イ ド 柱 が 設 け ら れ 、 前 記 ス ラ イ ド 柱 の 上 部 に は サ ポ ー ト 板 が 設 け  
ら れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 箱 体 の 後 側 に 排 塵 パ イ プ が 接 続 さ れ 、 前 記 排 塵 パ イ プ の 上 部 に 第 ２ ガ  
イ ド 溝 が 設 け ら れ 、 前 記 第 ２ ガ イ ド 溝 内 に サ ポ ー ト フ レ ー ム が 設 け ら れ 、 前 記 サ ポ ー ト フ  
レ ー ム の 内 側 壁 に フ ィ ル タ ー ス ク リ ー ン が 設 け ら れ 、 前 記 サ ポ ー ト フ レ ー ム の 上 部 に 第 ２  
ハ ン ド ル が 設 け ら れ 、 前 記 排 塵 パ イ プ の 内 部 に 排 気 フ ァ ン が 設 置 さ れ 、 前 記 フ ィ ル タ ー ス  
ク リ ー ン が 前 記 排 気 フ ァ ン の 前 側 に 配 置 さ れ る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 既 存 の 技 術 と 比 較 し て 、 実 用 新 案 の 有 益 な 効 果 は 次 の と お り で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 実 用 新 案 は 、 移 動 ブ ロ ッ ク が ラ ッ チ と ジ ャ ッ キ を 駆 動 し 分 離 し た 後 、 第 １ ハ ン ド ル を  
引 く と 第 １ 篩 板 と 第 ２ 篩 板 を 取 り 外 す こ と が で き る た め 、 異 な る 篩 分 け の ニ ー ズ に 応 じ て  
第 １ の 篩 板 と 第 ２ 篩 板 を 迅 速 に 交 換 で き る 効 果 を 実 現 し 、 装 置 の 適 応 性 を 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 １ バ ネ が 移 動 ブ ロ ッ ク を 介 し て ラ ッ チ を 駆 動 し 、 ジ ャ ッ キ に 挿 入 す る こ と で 、 従 来 の  
篩 機 の 篩 板 の ほ と ん ど は 本 体 に ボ ル ト で 固 定 さ れ る の に 代 わ り に 、 第 １ 篩 板 と 第 ２ 篩 板 が  
サ ポ ー ト 板 に 固 定 さ れ る 。 こ れ で 、 振 動 時 に 装 置 の ボ ル ト が 緩 み 、 装 置 が 動 作 で き な く な  
る の を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
【 図 １ 】 本 実 用 新 案 の コ ン ク リ ー ト 用 機 械 製 砂 篩 分 け 装 置 の 構 造 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 実 用 新 案 の コ ン ク リ ー ト 用 機 械 製 砂 篩 分 け 装 置 の 右 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 実 用 新 案 の コ ン ク リ ー ト 用 機 械 製 砂 篩 分 け 装 置 の 正 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 実 用 新 案 の コ ン ク リ ー ト 用 機 械 製 砂 篩 分 け 装 置 の 正 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 実 用 新 案 の コ ン ク リ ー ト 用 機 械 製 砂 篩 分 け 装 置 の 上 部 断 面 図 で あ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
具 体 的 な 実 施 態 様
　 以 下 、 本 実 用 新 案 の 実 施 形 態 に お け る 技 術 的 解 決 策 は 、 本 実 用 新 案 の 実 施 形 態 に お け る  
添 付 図 面 を 参 照 し て 明 確 か つ 完 全 に 説 明 す る が 、 説 明 し た 実 施 形 態 は 本 実 用 新 案 の 実 施 形  
態 の 一 部 に 過 ぎ ず 、 実 施 形 態 の 全 て で は な い こ と は 明 ら か で あ る 。 本 実 用 新 案 の 実 施 形 態  
に 基 づ き 、 創 造 的 努 力 な し に 当 業 者 に よ っ て 得 ら れ る 他 の す べ て の 実 施 形 態 は 、 本 実 用 新  
案 の 保 護 範 囲 に 属 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ ～ 図 ５ を 参 照 し 、 本 実 用 新 案 の コ ン ク リ ー ト 用 機 械 製 砂 篩 分 け 装 置 は 、 箱 体 ３ を 備  
え 、 箱 体 ３ の 内 部 に 篩 分 け 機 構 と 駆 動 機 構 が 設 置 さ れ て い る 。 篩 分 け 機 構 は 、 サ ポ ー ト 板  
１ を 備 え 、 サ ポ ー ト 板 １ の 上 部 を 貫 通 す る 第 １ 篩 分 け 溝 及 び 第 ２ 篩 分 け 溝 を 設 け ら れ 、 サ  
ポ ー ト 板 １ の 前 側 に 第 １ シ ュ ー ト と 第 ２ シ ュ ー ト が 設 け ら れ 、 第 １ シ ュ ー ト は 第 １ 篩 分 け  
溝 と 接 続 さ れ 、 前 記 第 ２ シ ュ ー ト は 第 ２ 篩 分 け 溝 と 接 続 さ れ る 。 第 １ シ ュ ー ト 内 に 第 １ 篩  
板 １ １ を 備 え 、 前 記 第 ２ シ ュ ー ト 内 に 第 ２ 篩 板 １ ２ を 備 え る 。 第 １ 篩 板 １ １ の 篩 孔 が 第 ２  
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篩 板 １ ２ の 篩 孔 よ り 小 さ く 、 機 械 製 砂 の 原 料 が 第 １ 篩 板 １ １ で 予 備 篩 い 分 け ら れ 、 第 ２ 篩  
板 １ ２ で さ ら に 篩 い 分 け ら れ る 。 第 １ シ ュ ー ト 及 び 第 ２ シ ュ ー ト の 内 側 壁 の 左 右 両 側 に ジ  
ャ ッ キ が 設 け ら れ 、 第 １ 篩 板 １ １ と 第 二 篩 板 １ ２ の 前 側 に は 均 等 に ２ 組 の 第 １ 取 付 溝 が 設  
け ら れ 、 第 一 篩 板 １ １ と 第 二 篩 板 １ ２ の 左 右 両 側 に 第 ２ 取 付 溝 が 設 け ら れ 、 第 １ 取 付 溝 と  
第 ２ 取 付 溝 は 接 続 さ れ 、 第 １ 取 付 溝 に は 第 １ バ ネ １ ５ が 固 定 さ れ て お り 、 第 １ バ ネ １ ５ に  
は 外 側 壁 に 移 動 ブ ロ ッ ク １ ３ が 固 定 さ れ て い る 。 移 動 ブ ロ ッ ク １ ３ の 外 側 壁 に は ラ ッ チ １  
４ が 固 定 さ れ て い る 。 ラ ッ チ １ ４ は 第 ２ 取 付 溝 に ス ラ イ ド 可 能 に 設 け ら れ 、 ラ ッ チ １ ４ は  
ジ ャ ッ キ に 対 応 す る 。 移 動 ブ ロ ッ ク １ ３ は 第 １ 取 付 溝 に ス ラ イ ド 可 能 に 設 け ら れ 、 第 １ バ  
ネ １ ５ は 移 動 ブ ロ ッ ク １ ３ を 介 し て ラ ッ チ １ ４ を ジ ャ ッ キ に 挿 入 し 、 こ れ で 第 １ 篩 板 １ １  
と 第 ２ 篩 板 １ ２ を サ ポ ー ト 板 １ に 固 定 さ れ る 。 移 動 ブ ロ ッ ク １ ３ を 介 し て ラ ッ チ １ ４ を ジ  
ャ ッ キ か ら 分 離 さ れ た ら 、 第 １ ハ ン ド ル １ ６ を 引 く と 第 １ 篩 板 と 第 ２ 篩 板 を 取 り 外 す こ と  
が で き る た め 、 異 な る 篩 分 け の ニ ー ズ に 応 じ て 第 １ 篩 板 １ １ と 第 ２ 篩 板 １ ２ を 迅 速 に 交 換  
で き る 効 果 を 実 現 す る 。 第 １ 篩 板 １ １ と 第 ２ 篩 板 １ ２ と も に 前 側 に 第 １ ハ ン ド ル １ ６ が 固  
定 さ れ 、 駆 動 機 構 は サ ポ ー ト 板 １ の 下 部 に 位 置 し 、 サ ポ ー ト 板 １ と 配 合 す る 。 駆 動 機 構 は  
モ ー タ ー ２ を 備 え 、 モ ー タ ー ２ の 出 力 端 前 側 に 回 転 軸 ２ １ が 固 定 さ れ て い る 。 回 転 軸 ２ １  
の 外 側 壁 に ２ 組 の カ ム ２ ２ を 固 定 さ れ て お り 、 回 転 軸 ２ １ の 外 側 壁 に サ ポ ー ト ス リ ー ブ ２  
３ が 設 置 さ れ 、 サ ポ ー ト ス リ ー ブ ２ ３ を 介 し て サ ポ ー ト 回 転 軸 ２ １ の 回 転 を サ ポ ー ト す る  
。 モ ー タ ー ２ は 回 転 軸 ２ １ を 回 転 駆 動 し 、 回 転 軸 ２ １ は カ ム ２ ２ を 駆 動 す る 。 カ ム ２ ２ は  
、 サ ポ ー ト 板 １ を 回 転 駆 動 し 、 サ ポ ー ト 板 １ が 第 １ 篩 板 １ １ と 第 ２ 篩 板 １ ２ を 同 期 し て 動  
か せ 、 右 側 に 機 械 製 砂 の 原 料 を 動 か せ る 。 箱 体 ３ の 底 部 に 第 １ 排 出 ホ ッ パ ー ３ １ と 第 ２ 排  
出 ホ ッ パ ー ３ ２ と 接 続 さ れ 、 第 １ 排 出 ホ ッ パ ー ３ １ と 第 １ 篩 板 １ １ に 対 応 し 、 第 ２ 排 出 ホ  
ッ パ ー ３ ２ は 第 ２ 篩 板 １ ２ に 対 応 す る 。 第 １ 篩 板 １ １ の 篩 孔 よ り 小 さ い 直 径 を 有 す る 機 械  
製 砂 原 料 は 、 第 １ 排 出 ホ ッ パ ー ３ １ に 沿 っ て 排 出 さ れ る 。 第 ２ 篩 板 １ ２ の 篩 孔 よ り 小 さ い  
直 径 を 有 す る 機 械 製 砂 原 料 は 、 第 ２ 排 出 ホ ッ パ ー ３ ２ に 沿 っ て 排 出 さ れ る 。 残 り の 機 械 製  
砂 原 料 は サ ポ ー ト 板 １ に 沿 っ て 右 方 向 に 移 動 し て 排 出 さ れ る 。 箱 体 ３ の 上 部 は 投 入 ホ ッ パ  
ー ３ ３ と 接 続 さ れ 、 投 入 ホ ッ パ ー ３ ３ は 第 １ 篩 板 １ １ に 対 応 す る 。 機 械 製 砂 原 料 を 投 入 ホ  
ッ パ ー ３ ３ に 沿 っ て 第 １ 篩 板 に 投 入 し 、 モ ー タ ー ２ と サ ポ ー ト ス リ ー ブ ２ ３ を 箱 体 ３ の 内  
部 の 底 部 に 固 定 す る 。 サ ポ ー ト 板 １ を 箱 体 ３ の 内 部 に ス ラ イ ド 可 能 に 設 置 さ れ 、 箱 体 ３ の  
前 側 に 逃 げ 溝 が 設 け ら れ て い る 。 第 １ 篩 板 １ １ と 第 ２ 篩 板 １ ２ は 逃 げ 溝 に 対 応 し 、 第 １ 篩  
板 １ １ と 第 ２ 篩 板 １ ２ は 逃 げ 溝 か ら 取 り 外 し 可 能 で あ り 、 箱 体 ３ の 内 部 の 底 部 に サ ポ ー ト  
柱 ４ を 均 等 に 固 定 さ れ 、 サ ポ ー ト 柱 ４ の 上 部 に 第 １ ガ イ ド 溝 を 設 け ら れ て い る 。 第 １ ガ イ  
ド 溝 内 に は 第 ２ バ ネ ４ １ が 固 定 さ れ 、 第 ２ バ ネ ４ １ の 上 部 に は ス ラ イ ド 柱 ４ ２ が 固 定 的 に  
設 け ら れ 、 サ ポ ー ト 板 １ が ス ラ イ ド 柱 ４ ２ の 上 部 に 固 定 的 に 設 置 さ れ 、 サ ポ ー ト 柱 ４ と ス  
ラ イ ド 柱 ４ ２ を 介 し て サ ポ ー ト 板 １ を 補 助 し て 安 定 的 に 上 下 に 移 動 す る 。 箱 体 ３ の 後 ろ 側  
に 排 塵 パ イ プ ５ を 接 続 さ れ 、 排 塵 パ イ プ ５ の 上 部 に 第 ２ ガ イ ド 溝 を 設 け ら れ 、 第 ２ ガ イ ド  
溝 内 に サ ポ ー ト フ レ ー ム ５ １ を ス ラ イ ド 可 能 に 設 置 さ れ 、 サ ポ ー ト フ レ ー ム ５ １ の 内 側 壁  
に フ ィ ル タ ー ス ク リ ー ン ５ ２ を 固 定 さ れ 、 サ ポ ー ト フ レ ー ム ５ １ の 上 部 に 第 ２ ハ ン ド ル ５  
３ を 設 置 さ れ 、 排 塵 パ イ プ ５ の 内 部 に は 排 気 フ ァ ン ５ ４ が 固 定 さ れ る 。 箱 体 ３ の 振 動 に よ  
り 発 生 し た 粉 塵 は 排 気 フ ァ ン ５ ４ に よ り 抽 出 さ れ 、 フ ィ ル タ ー ス ク リ ー ン ５ ２ に よ り 濾 過  
さ れ る た め 、 環 境 の 汚 染 を 低 減 す る こ と が で き る 。 フ ィ ル タ ー ス ク リ ー ン ５ ２ を 清 掃 す る  
必 要 が あ る 場 合 、 第 ２ ハ ン ド ル ５ ３ を 上 方 に 移 動 さ せ る こ と に よ り 、 サ ポ ー ト フ レ ー ム ５  
１ と フ ィ ル タ ー ス ク リ ー ン ５ ２ を 取 り 外 す こ と が で き 、 フ ィ ル タ ー ス ク リ ー ン ５ ２ は 排 気  
フ ァ ン ５ ４ の 前 側 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 動 作 原 理 ： 投 入 ホ ッ パ ー ３ ３ か ら 機 械 製 砂 原 料 を 第 １ 篩 板 １ １ に 投 入 し 、 モ ー タ ー ２ は  
回 転 軸 ２ １ を 回 転 駆 動 し 、 回 転 軸 ２ １ を 介 し て カ ム ２ ２ を 回 転 駆 動 す る 。 カ ム ２ ２ の 回 転  
を 介 し て 、 サ ポ ー ト 板 １ を 上 下 に 動 か せ 、 第 １ 篩 板 １ １ と 第 ２ 篩 板 １ ２ を 同 期 し て 動 か せ  
、 こ れ で 機 械 製 砂 原 料 を 右 方 向 へ 移 動 さ せ る 。 第 １ 篩 板 １ １ の 篩 孔 よ り 小 さ い 直 径 を 有 す  
る 機 械 製 砂 原 料 は 、 第 １ 排 出 ホ ッ パ ー ３ １ か ら 排 出 さ れ る 。 第 ２ 篩 板 １ ２ の 篩 孔 よ り 小 さ  
い 直 径 を 有 す る 機 械 製 砂 原 料 は 、 第 ２ 排 出 ホ ッ パ ー ３ ２ か ら 排 出 さ れ る 。 残 り の 機 械 製 砂  
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原 料 は サ ポ ー ト 板 １ に 沿 っ て 右 方 向 に 移 動 し て 排 出 さ れ る 。 第 １ バ ネ １ ５ は 移 動 ブ ロ ッ ク  
１ ３ を 介 し て ラ ッ チ １ ４ を ジ ャ ッ キ に 挿 入 し 、 こ れ で 第 １ 篩 板 １ １ と 第 ２ 篩 板 １ ２ を サ ポ  
ー ト 板 １ に 固 定 さ れ る 。 移 動 ブ ロ ッ ク １ ３ を 介 し て ラ ッ チ １ ４ を ジ ャ ッ キ か ら 分 離 さ れ た  
ら 、 第 １ ハ ン ド ル １ ６ を 引 く と 第 １ 篩 板 と 第 ２ 篩 板 を 取 り 外 す こ と が で き る た め 、 異 な る  
篩 分 け の ニ ー ズ に 応 じ て 第 １ 篩 板 １ １ と 第 ２ 篩 板 １ ２ を 迅 速 に 交 換 で き る 効 果 を 実 現 す る  
。 箱 体 ３ の 振 動 に よ り 発 生 し た 粉 塵 は 排 気 フ ァ ン ５ ４ に よ り 抽 出 さ れ 、 フ ィ ル タ ー ス ク リ  
ー ン ５ ２ に よ り 濾 過 さ れ る た め 、 環 境 の 汚 染 を 低 減 す る こ と が で き る 。 フ ィ ル タ ー ス ク リ  
ー ン ５ ２ を 清 掃 す る 必 要 が あ る 場 合 、 第 ２ ハ ン ド ル ５ ３ を 上 方 に 移 動 さ せ る こ と に よ り 、  
サ ポ ー ト フ レ ー ム ５ １ と フ ィ ル タ ー ス ク リ ー ン ５ ２ を 取 り 外 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 明 細 書 に お い て 、 第 １ 、 第 ２ な ど の 関 係 用 語 は 、 あ る 実 体 ま た は 操 作 を 別 の 実 体 ま た  
は 操 作 か ら 区 別 す る た め に の み 使 用 さ れ 、 こ れ ら の 実 体 ま た は 操 作 間 の 実 際 の 関 係 ま た は  
順 序 を 必 ず し も 要 求 又 は 暗 示 さ れ る も の で は な い 。 さ ら に 、 「 備 え 」 、 「 含 む 」 又 は そ の  
変 形 は 、 要 素 の リ ス ト を 含 む プ ロ セ ス 、 方 法 、 物 品 、 ま た は 装 置 が そ れ ら の 要 素 だ け で な  
く 、 ま た 、 明 示 的 に リ ス ト さ れ て い な い 他 の 要 素 、 ま た は プ ロ セ ス 、 方 法 、 物 品 、 ま た は  
装 置 に 固 有 の 要 素 も 含 ま れ ま す 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 実 用 新 案 の 実 施 形 態 を 図 示 し て 説 明 し た が 、 当 業 者 で あ れ ば 、 本 実 用 新 案 の 原 理 お よ  
び 精 神 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 こ れ ら の 実 施 形 態 に さ ま ざ ま な 変 更 お よ び 修 正 を 加 え る こ  
と が で き る こ と を 理 解 す る で あ ろ う 。 本 実 用 新 案 の 範 囲 は 、 添 付 の 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範  
囲 お よ び そ の 均 等 物 に よ っ て 限 定 さ れ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
１ 、 サ ポ ー ト 板
１ １ 、 第 １ 篩 板
１ ２ 、 第 ２ 篩 板
１ ３ 、 移 動 ブ ロ ッ ク
１ ４ 、 ラ ッ チ
１ ５ 、 第 １ バ ネ
１ ６ 、 第 １ ハ ン ド ル
２ 、 モ ー タ ー
２ １ 、 回 転 軸
２ ２ 、 カ ム
２ ３ 、 サ ポ ー ト ス リ ー ブ
３ 、 箱 体
３ １ 、 第 １ 排 出 ホ ッ パ ー
３ ２ 、 第 ２ 排 出 ホ ッ パ ー
３ ３ 、 投 入 ホ ッ パ ー
４ 、 サ ポ ー ト 柱
４ １ 、 第 ２ バ ネ
４ ２ 、 ス ラ イ ド 柱
５ 、 排 塵 パ イ プ
５ １ 、 サ ポ ー ト フ レ ー ム
５ ２ 、 フ ィ ル タ ー ス ク リ ー ン
５ ３ 、 第 ２ ハ ン ド ル
５ ４ 、 排 気 フ ァ ン
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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